
 

 

 

 

 

 

 日が暮れるのが早くなり、朝晩の冷え込みがいっそう厳しく感じられるようになりました。インフル 

エンザや様々な感染症が季節関係なく流行するようになりました。感染を拡大させないために、日ごろ 

から一人一人が予防を意識することが大切です。 

  さて、もうすぐ待ちに待った冬休みです。楽しい年末年始を過ごせるように、以下のことに気を付けま 

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬至は１年で最も太陽の出ている時間が短くなる日で、この日を境に少しずつ 

日が長くなっていくことから「一陽来復（いちようらいふく）」（冬が終わり、春 

になること）とも呼ばれます。昔の人は、太陽の力が弱まると人間の運気も衰え 

ると考えていたことから、冬至の日にかぼちゃやあずきを食べて力をつけ、ゆず 

湯で身を清めて幸運を呼び込み、無病息災を願う風習が生まれました。 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月２８日 

上尾市立芝川小学校 



 

 

 

  

 

 代々受け継がれてきたものだけでなく、時代の流れに 

合わせて新しいお雑煮も誕生しています。地域色豊かで 

多種多様なお雑煮は大切にしていきたい日本の食文化の

一つです。 

新しい年の始まりとなるお正月には、お節料理やお雑煮といった 

正月料理を家族みんなで食べて、１年の無事を祈る習慣があります。 

ご存じのように、お雑煮は地域や家庭によって異なり、使う食材、 

味つけ、もちの形、調理法など実にさまざまです。 

 


